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	第5章 関係地域の範囲
	関係地域は、「第7章　環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法」に示す環境影響評価項目として選定した項目のうち、最も広範囲に影響が及ぶと考えられる大気質の影響範囲（供用時の大気質の最大着地濃度出現距離の約2倍の範囲を包括する範囲）として第5-1図のとおり、計画地を中心に半径約4kmを設定した。なお、七ヶ浜町の範囲は工業専用地域であることから除外した。
	また、環境項目ごとの影響範囲及び調査範囲の考え方を第5-1表に示した。また、関係地域の範囲に該当する町丁目は第5-2表のとおりである。

